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　我が社の障害者就労が進んでいるということで講

演を依頼されることが多くなってきました。参加者

の多くは、就労移行支援事業所や特別支援学校の

職員がほとんどで、企業の人事担当者が若干名おら

れるという状況です。その人事担当者も、障害者雇

用の実績がある企業ばかり。私は講演の冒頭に必ず

「皆さんは障害者就労について意識の高い人たちばか

りです。本来なら『障害者就労は重要と解っていな

がらも何もしようとしない方 』々がここで皆さんと学

んでほしいものです」と言うようにしています。私た

ちがいくら素晴らしいリハビリテーション工学を駆使

しても、多様性に鍵をかけてしまった人たちが創り出

した環境によって、その貢献度は大きく引き下げられ

てしまいます。

　『バリアバリュー 障害を価値に変える』（新潮社、

2016 年発刊）と比べ、本著は、著者の生い立ちが

描かれた漫画や簡単なワークができるなど、子どもた

ちにも読みやすい工夫がされています。当然、大人

も楽しく読めますので、固定観念にとらわれている人

であっても、多様性を受け入れることの価値を、押

し付けられることなく、自然に気付くことができるの

ではないでしょうか。

　子どもの頃に一度は「人に迷惑をかけてはいけな

い」と言われた経験があるでしょう。しかし、人間

は生きているだけで誰かに（何かに）迷惑をかけて

いるものです。現代人に「誰かのお役立ち、誰かに

助けてもらう」素晴らしさを体験していただきたい

です。
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　僭越ですが、拙書を紹介させていただきます。

　我が社の社員たちの物語を、ご家族にも知って頂

きたいとの想いで発刊いたしました。パラアスリート

の能力を最大限に生かしきる技術者、心の欠けたと

ころを先ず補う人工ボディ技師、言葉の通じない動

物たちの義肢装具などについて書いています。 また、

カリスマ社長であった父が他界し、31歳で社長となっ

た頼りのない私が、全社員一人ひとりが経営者となっ

てもらうことで、新たな会社となるまでの紆余曲折、
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数々の苦難について赤裸々に書いております。「あき

らめなくてもいい」を買っていただく会社を目指し、

全社員が経営理念を血肉化し価値観を共にすること

で、自ら考え自ら行動できる社風となりました。「放

牧経営」とここでは述べていますが、喜んで働くとい

う意味の「喜働」を合言葉に、社内・社外における

誰かのお役に立てる喜びを感じながら、一体感のあ

るボトムアップ企業となることができています。切断

者女子会等のコミュニティや当社の障害者就労支援

についての考え方、具体的成果についても紹介して

います。障害者の雇用に二の足を踏んでいる方々の

背中を押すことができれば幸いです。

　大阪府大東市は地域リハビリテーションの老舗と

言われております。あまり話すことはしていませんで

したが、本社を大東市に移転した経緯についても書

いています。20 年経ち、大東市と連携したユニーク

な取り組みが、「地域と企業が一体化した街づくり」

として参考になれば幸いです。


